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　国や大阪府では、大雨によって川があふれた場合に、どこが浸水するのか、どれくらいの深さで浸水するのか、などの情報を記載した「浸水想定区域図」を講評しています。
　『洪水ハザードマップ』とは、この浸水想定区域図を元に、避難場所や非常時の持ち出し品などの情報を加えたマップのことで、市町村が作成し、大阪府はその支援を行っています。

　『洪水ハザードマップ』は作成後、各家庭に配布される他、小学校などへの出前講座に用いたり、ホームページに掲載したりと、作成後の周知活動にも力を入れています。

　また、外国語マップの作成や、航空写真を使用したマップの作成など、皆さんにわかってもらえるように色々と工夫しています。
　皆さんのお家にも『洪水ハザードマップ』はありますか？

　もしもの時にどうすれば良いのか、一度家族で話し合って、いざという時の避難行動にはマップを参考にしましょう。
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【各市町村：洪水HM】

http://www-cds.osaka-bousai.net/pref/PreventMap.html
例：茨木市





洪水ハザードマップ

















